
 

生命科学・医学系研究実施のお知らせ 

 

沖縄県立宮古病院倫理委員会の審査を受け、以下の研究を実施しております。 

 

本研究に関する内容の詳細等、お知りになりたい方は下記【問い合わせ先】までご連絡ください。なお、情報

が本研究に用いられることについて、研究の対象となる方（もしくは代理人の方）にご了承いただけない場合は

研究対象から除外いたしますので、下記【問い合わせ先】までお申し出ください。 

【研究課題名】 
患者複雑性と入院頻度を含む医療サービス利用行動の関連： 

後ろ向きコホート研究 

1.研究の目的と方

法 

 

研究目的： 

近年患者ケアにおいて、医学的な問題だけでなく心理的な背景や社会経済的な背景も

含めた全人的な医療提供が注目されており、生物学的、心理学的、社会的な要因の相

互作用のことを患者複雑性と称するようになっています。 

患者複雑性は医療費や入院期間の延長との関連がすでに指摘されていますが、入院頻

度や受診行動との関連を報告した調査は乏しいのが現状です。患者複雑性と入院頻度

を含む医療サービス利用行動との関連が明らかになれば、診療所現場での日常診療に

おいて複雑性が高い患者を認識することの重要性が高まり、患者ケアの質改善につな

がる可能性があります。 

したがって、本研究の目的は患者複雑性と入院頻度を含む受診行動の関連を過去の診

療録をさかのぼることにより明らかにすることです。 

研究方法： 

多良間診療所前々任者である杉山医師が実施した研究「＜研究課題名＞プライマリ・

ケア現場における飲酒習慣と患者複雑性の関連:横断研究」（以下：先行研究）におい

て、2018年 4月〜2019年 3月の間に収集された複雑性に関するデータを用います。 

入院回数や受診行動に関するデータについては、診療録を用いて 2018年 4月 1日から

2025年 3月 31日までの 7年分の診療録情報から収集を行います。その後、実態把握

に加えて複雑性と入院回数を含む医療サービス利用行動との関連について解析を行

い、今後の島民の皆様への医療、ひいては日本の医療に還元できるように結果をまと

める予定です。 

2.研究期間 倫理委員会承認日～2030年 3月 31日まで、研究の実施を予定しています。 

3.対象となる方等 本研究の選択基準は、先行研究に参加した方全員を対象としています。先行研究にお

ける選択基準は、2018年 4月 1日から 2018年 6月 30日までの間に多良間診療所に受

診した意思決定能力のある 20歳以上の多良間島に居住する人を対象としており、口頭

と文書で説明の後、同意を得ております。 

4.研究に利用する

試料・情報につ

いて 

(1)試料の種類 試料は使用しません。 

(2)試料の取得

の方法 
試料は使用しないため、該当しません。 

(3)情報の種類 複雑性測定尺度、性、年齢、併存疾患、婚姻状況、教育歴、運動習

慣、就業状況、居住状況に関する情報 



 

医療サービス利用行動に関する指標：入院回数（予定入院及び予定

外入院）、ヘリコプターによる救急搬送回数、民間航空機およびフェ

リーによる救急搬送回数、診療所の受診回数（定期外来含む）、診療

所の受診回数（定期外来除く）、診療所への時間外救急受診回数、紹

介での専門医受診回数、死亡数 

(4)情報の取得

の方法 
先行研究で取得されたデータを二次利用し、診療録からデータを収

集します。先行研究では、複雑性測定尺度スコアは医師の問診によ

り取得されています。年齢と性別、併存疾患に関する情報は診療録

から取得し、婚姻状況、教育歴、身体活動度、就業状況、患者と一

緒に暮らす家族の数については同意後に自記式アンケートから取得

されています。医療サービス利用行動に関する指標は 2018年 4月 1

日から 2025年 3月 31日までの 7年分の診療録情報をさかのぼるこ

とで測定を行います。 

5.研究の実施体制 あなたの試料・情報は、以下の研究者が研究のために利用します。 

試料・情報は、(3)の管理責任者が責任をもって、保管・管理します。 

(1)当施設の研

究責任者また

は研究代表者 

研究機関名 沖縄県立宮古病院附属多良間診療所 

氏名 瑞慶覧 聡太 

(2)当施設の長 所長 瑞慶覧 聡太 

(3)当施設の 

試料・情報の管

理責任者 

沖縄県立宮古病院附属多良間診療所  

所長 瑞慶覧 聡太 

(4)共同研究を

実施する施設

とその責任者 

東京慈恵会医科大学 臨床疫学研究部  

瑞慶覧聡太 

6.試料・情報を他

機関とやり取り

することについ

て 

この研究で収集・取得された情報は、患者さんのお名前やカルテ番号などの個人情報

を削除し、新たに研究用の IDや番号をつけてから、5(1)に記載された研究責任者のも

とに、電子媒体データとして集められます。電子媒体データを記録した USBメモリ等

は診療所内の鍵付き保管庫で管理します。多良間診療所と共同研究機関（東京慈恵会

医科大学）の間における情報のやり取りについては、個人を特定できるような個人情

報は取り扱わず、多良間診療所内で統計解析を行ったデータをメール等で共有し、研

究分担者と議論の後、論文作成を行います。 

情報の利用開始予定日：2025年 7月頃からを予定しています。 

【問い合わせ先】  機関の名称：沖縄県立宮古病院附属多良間診療所 

研究責任者及び窓口担当者：多良間診療所 所長 瑞慶覧聡太 

電話番号：0980-79-2101 

対応時間：午前 9時～午後 3時／休診日を除く 

機関の名称：東京慈恵会医科大学 臨床疫学研究部 

研究責任者及び窓口担当者：瑞慶覧聡太 

電話番号：03-3433-1111（内線 2399） 

対応時間：午前 9時～午後 3時／休診日を除く 

※利用する情報等からは、お名前、住所、電話番号、カルテ番号など、個人を特定できる情報は削除いたします。 

研究成果を学会や論文で発表する際も個人が特定できる情報は利用いたしません。本研究の結果を公表する際

（例えば、学術雑誌への投稿などの際）に、科学的に正当な理由で本研究に係る情報の開示を求められた場合

は、研究対象者にプライバシー上の不利益が生じないよう、適切に特定の個人を識別できないように加工（研

究 ID等を削除）し、個人情報でないということを確認した上で、開示請求に応じる場合があります。 


